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variation による個体差を避けるために温存するべき部位を提示した．  
第 3章では，第 2章で得られた解剖知見をもとに，9種類の下肢虚血モデルを作製し，それぞれの壊死範囲
と末梢血流回復経過を比較した．その結果，末梢循環には，一般に最も主要な側副路と考えられていた近位後
大腿動脈‐伏在動脈の経路よりも，大腿四頭筋・大腿二頭筋を介した経路の方が重要な働きをしている可能性
が示唆された．一方，末梢の壊死範囲には，急性期における伏在動脈血流の寡多が強くかかわっているものと
考えられた．また，モデル作製術式のデザインによって，大腿四頭筋における血管増生（arteriogenesis）の局
在を制御し得ることを示した．側副路における血管増生は，動脈閉塞による血流減少部位よりも近位に生じる
が，その機序についての考察から，治療実験において介入部位に選択するべき部位と血管増生が観察される部
位とは密接に関係していることが示唆された．以上より，急性期の壊死範囲で評価する場合と，回復経過や慢
性期の末梢血流で評価する場合とでは，それぞれ異なるモデルを選択するべきであり，また，治療介入部位は，
それぞれのモデルにおける側副血流動態を十分に考慮した上で選択する必要があると考えられた． 
第 4章は結論である． 
以上，本論文では，マウス下肢虚血モデルの作製法と虚血肢における血流動態を考える際の基礎となる動脈解
剖，および治療実験に用いるモデルデザイン・治療介入部位・評価方法の選択における考え方を示した．これ
らの知見は，マウス下肢虚血モデルをデザインする際の助けになるばかりではなく，将来にわたって実験デザ
インや実験結果の理解や検証の土台となり，虚血肢に対する血管新生療法の開発に寄与するものと思われる． 
 
 
